
Japan Society of Educational Information

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　工nformation

日本教育情報学会第 21回年会 Aug ．20 − 21，2005

lC携帯 ・ IC カ
ー

ド利用 による出席管理 シス テ ム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白川膳三
’ t
．高福誼

2
，前川幸一 ＊ S

〈概要 〉

　大学にお い て学生の 出欠管理を完全に行な うの は 、 非常 に困難な こ とで ある 。 大阪学院大学に

お い て は、受講者数 80 人以下の クラ ス で は 、担 当教 員が 学生 の 出席確認をお こ な っ て い る。しか

し、受講者 80 人以上の クラス につ い て は学生の 出席状況把握およびそ の 取 り扱い は担当教 員に任

せ て い る の が 、現 状 で あ る。そ こ で 、 IC 携帯や IC カ
ー

ドを利用 して 80人以 ヒの 教室 にお ける

出席状況 を完全 に把握す る方法に つ いて 、実証実験 を行 っ たの で 報告す る。
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1．はじめ に

　大学にお い て 学生 の 出欠 管理 を完全に 行な

う の は、非常に困難な こ とで あ る。大阪学院

大学 におい て は、受講者 数 80人以 下の ク ラス

で は、学生 の 出席状況 に つ い て調査をお こな

っ て い る 。しか し、受講 者 80 人以 上 の ク ラ ス

に つ い て は 学生 の 出席状況把握お よびそ の 取

り扱 い は担当教員 に任せ て い る の が、現状で

あ る。こ の た め授業期間 を通 じて 2 ， 3 回程

度の 出席確認を行 う程度で あ る こ とが多い 。

そ こ で 、今回は 80 人以 上 の 教室 にお ける 出席

状況 を完全 に把握する方法に つ いて 、実証実

験 を行 っ た の で報告す る。

2 ，規模による教室の分類

　本学に ある 教室 を収容 人数 80 人 以 h、それ

未満で 分類す る と、第 1 表 に示す よ うに な っ

て い る。80 人未満 の ク ラスで は従来どお り、

担当教員が 点呼 して 、出欠 を調査す るが 、80

名以 上 の 19教室 で は学生 証な どを 使 っ て 、簡

単に 出欠が 管理する必要が あ る 。 教室数では

19教室で あるが、授業 コ マ 数で 見 る と 193ク

ラ ス あり、全体 の 927 ク ラス の 2 割に あたる

クラ ス を簡易な方法で 出席調 査をカバ ー
で き

第 1 表　収容 人数別教室数

収容人数 教室数 号　館

80人 以 上 1911 ・15・16・2 号館

80 人 未満 4013 ・16・2 号館

演習室 1713 ・16 号館

合　 計 76
二「』　　 ＿

注 ）80人 以 上 の 教 室 数 に つ い て は 19教 室 あ る の で 、こ れ ら

の 教室で は出席管理 をす る 工 夫が必要に な る

れ ば、点呼に よ る出席調査 と併用すれ ば、出

欠 の 完全管理 も 可能で あ る。

　周 知 の とお り、フ ェ リカ カー ドやイ コ カカ
ー ドの よ う に IC チ ッ プを埋め 込んだカー ド

が 日常生活 に も使われる よ うにな り、非接触

に よ る IC カ ー ドに よ る 出欠 管理 を今 回 、実

証実 験に用 い る 。こ れ は、現在の 学生 証に I
C チ ッ プを埋め込み 、磁気ス トライ プ、バ ー

コ
ー ドを併用 した活用が可能で ある た め で あ

る 。

　さ らに 、今回は IC チ ッ プが 入 っ た NTT

ドコ モ の 「お さいふ 携帯」 で も個人 認証が 可

能な の で 、携帯 電話で の 実験 も併用 した。携

帯電話を
『
今同の 実証実験に いれ た の は 、「iア

ブ ij　t で オリジナル ソ フ トを使え ば出欠状況

を携 帯電話で 閲覧が 可能で ある 利点があ る た

第 2 表　教室規模別 の 授業 コ マ 数

受講者数 授業 コ マ 数

1 −
　 25 4！9

26 −　 50 256

51 −
　 75 59

76 − 100 40

101 − 150 58

151 − 250 48

251 − 350 28
351 − 500 13

501 − 600 2

601 一 4

合　 計 927

注 ）授 業 コ マ 数 は平 成 16年 度 前 期

　 に お け る も の で あ る 。
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め で ある。

　学生の 出席 を簡単 に調査 で きる体制や シ ス

テ ム が確立 すれ ば、授業だけ で な く、各部署

開催の 説明会、ガ イダ ン ス な ど の イ ベ ン トへ

の 参加状況な どの把握 も可 能で ある 。 将来的

に は 「学生 ・
人 ひ と り」 の さまざまな場面で

の 活動 をカル テイ メ
ー

ジで 管理で きる シス テ

ム へ 構築 の重要な コ ンテ ンツ ともなる 。 人間

の ぬ くも り の あ る学生一
人 ひ とりをケ ア し、

学生が持つ 多様な可能性 を引き出す教育を可

能にす る環境作 りが 、 今回の 実証実験の 延 長

線 ヒに ある目的で ある。

C カ
ー

ド 100枚まで の作成費用 、出欠管 理を

す るパ ソ コ ン側ソ フ ト（オ リジ ナル）、携帯電

話で 出席状況 を閲覧する 「i ア プリ 」 ソ フ ト

開 発で ある 。 NTT ドコ モ 関西 も大学で の 出

席管理 システ ム の 開発は 、マ
ー

ケ ッ ト的に は

魅 力的な分野で あ る こ とは違 い な い 。今 回 の

実証実験は、白川の 「パ ソ コ ンで学ぶ経済学」

受講生 102名を対 象と した。 この ク ラス の 出

欠管理 を平hk　16年 ll月 29日か ら約 1 ヵ 月間

実施 して 、運用の 問題点や ネ ッ トワ
ー

ク 対応

の 酊能性や 学 生ア ンケ
ー トな どを通 し て 、学

生 の 受 ける印象な どに つ い て 聞き取 り調査 を

行 っ た。

3 ．実証実験の システ ム概 要

　今回 の 実証実験 は、NTT ドコ モ 関 西の 協

力 に よる もの で ある。具体的な支援内容は 1

／

ネ ッ トワ
ー

ク

ネ ッ トワ
ー

ク か ら i ア フ

リ をダ ウ ン ロ
ー

ドし て 、

個 人の 出席状況 を閲覧可

能。

第 1 図　 IC 携帯 ・IC カー ド出席 シ ス テム概念 図

注 ） ノ
ー

トパ ソ コ ン に 接続 し た IC リーダー
で 、IC カードお よ び携帯電話 で 個入 を認証 し、パ ソ コ ン の 丁 イ ス

ク ヒに デ
ー

タ を保管。パ ソ コ ン 接続方 式 を採 用 し た の は 大容 量の 出席デ
ータ も 蓄積で き る か らで あ る．リーダ

ー

だけで は休憩時間内に データ を PC に吸 い 上 げる こ とが困難 で は な い か と考 え た か らで あ る。もち ろ ん、こ の 部

分を将来的 に は ネ ッ トワ
ーク対 応 とす る こ と も可 能 で あ る が、費用 面 を 考 慮 す る と、パ ソ コ ン で 本 人 確 認 を し な

が ら出 席調 査す る こ とが望ましい と考えた。PC に 蓄積 され た 出 席データ は，学内 LANL の サーバ に 送 信 し、

出席を管理す る ソ フ トを構築す れ ば、Web 上 で の 閲覧が 可能 に な る e ま た、セ キ ュ リテ ィ を確立す れ ば、保護

者が 自宅 か ら 子 女 の 出 欠 状 況 の 閲 覧 も 可 能。

　ま た、学 生 本 人 は ネ ッ トワ
ー

ク 上 か ら本学が 提 供 す る 「1 ア プリ 」 を ダ ウ ン ロ
ードす れ ば、 Ic リ

ーダ…
で 出

席を 取 ら れ た こ と を 記 録 し、科 凵毎 に 閲 覧 が で き る （通 信 な し で 携帯端末 に データ 蓄積 ）u
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